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論文題目  『古事記伝』の「皇国」――注釈がつくる世界の物語 
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本研究は、『古事記』注釈書として知られる本居宣長『古事記伝』を、注釈を通して新た

な神話を成り立たせたテキストとして見るものである。 

『古事記』三巻の読解のために、宣長は全四十四巻に達する膨大な注を必要とした。に

もかかわらず、そのことの意味について従来の宣長研究史は未だ充分に答えていない。と

りわけ『古事記伝』に対する研究は、今までそれぞれの分野で別個に行われてきた。一方

の国文学研究側においては、宣長の思想は措いて専ら『古事記』研究のための参考として

本文の注釈内容に触れ、他方の日本思想史研究側においては、常に『古事記伝』一之巻の

『直毘霊』という、イデオロギー的性格の強い総論部を取り上げてきた。『古事記』注釈の

作業が『直毘霊』に示されている方法及び「道」をめぐる思想を前提になされたことは疑

えない。しかし肝心なのは、宣長自らが表明した方法論で、実際『古事記』をいかに解読

したのかを、『古事記伝』そのものに即してみることである。すなわち、『古事記伝』がつ

くり出した〈古事記〉という視点である。 

そもそも漢字表記の連続からなる『古事記』に対し、正しい読み方を示そうとする『古

事記伝』の営みは、あるべき「古言」を見出すといった側面をもつ。しかも『古事記』本
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文の一字一字を読むということは、必然的に前後の文脈理解を前提にせざるを得ず、そこ

には既に一定の解釈が含まれるのである。したがって本研究で着目したのは、『古事記伝』

の読みが『古事記』と最も乖離しているところである。 

第一章で取り上げた『古事記伝』の「外国」論は、その代表例である。「外国」について

ほとんど語ることのない『古事記』に対し、『古事記伝』は朝鮮半島の「新羅国」「百済国」

を含む諸「外国」の神話的起源を求め、「常世国」という神話の上の世界を「外国」に結び

付ける。『古事記』そのものからは直ちに導き出しがたい、『古事記伝』によって拡大され

た世界像である。それは要するに、注釈がつくる世界といえる。 

問われるのは、『古事記伝』の解釈の正否ではなく、宣長自身が無理を承知しながらも、

そのような解釈を通そうとした理由である。宣長の世界認識の基盤について検討するため

に用いたのは、『古事記伝』十七之巻の附巻『三大考』である。ここでは世界の成り立ちの

時点において「外国」と「皇国」を区別して語り、また球体としての世界を描いた概念図

では、万国の上に立つ「皇国」を図式化して提示している。後に宣長の門人の間では『三

大考』をめぐる一大論争も引き起こされるが、彼らは、直面した新しい世界像を納得し得

る説明の根拠を「皇国」の古伝説に求めた。換言すれば、彼らにとって『古事記』を読む

ということは、今現実の世界を合理的に理解できる、新たな神話を読み出すことであった。

『古事記伝』のつくった「外国」の物語は、こういった世界の問題として考えるべきであ

り、それが本論文の出発点である。 

第二章では、『古事記伝』の「外国」から始まった第一章の問題意識を引き受け、「カラ

国」の問題を経由することで、そこから逆照射される「皇国」という物語の創出を見定め

ようとした。「カラ国」に対抗して「皇国」を語ろうとする宣長は、「カラ国」をいかに克

服したのか。「カラ」は「漢」でもあり「韓」でもある。ただ宣長からすれば、「韓」は「漢」

のなかに収斂される存在でしかなかった。 

具体例としてあげたのは、『古事記』中にあらわれる「韓国」という孤例の語に対し、『古

事記伝』が本文批判を通じて「韓国」は「空国」だと解釈した注である。宣長の解釈に従

うと、この「韓国」は朝鮮半島とは無関係の言葉となってしまう。だからといって、宣長

が否定的朝鮮観から意図的に「韓」にかかわって読む可能性を排除した、というような判

断はできない。当該個所は『古事記』の「向韓国」のままだと前後の文脈に符合しないた

め、「韓国」を朝鮮半島とする読みの可能性を消したに過ぎない。あくまで文脈の整合性を

優先した結果であった。 
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「韓」をめぐる論争として知られる、藤原貞幹『衝口発』に対する宣長の反論『鉗狂人』

の場合においても、「韓」自体は彼らの主題ではなかった。問題の本質は「皇国」の起源論

にかかっている。宣長の考えた「古代」とは、むしろ「韓」（「漢」）とはかかわらないとこ

ろで成り立っていた。『古事記』が固有の「古代」を描こうとしたとすれば、宣長は、その

ことをより徹底した形で示し出したともいえる。 

「外国」を異質の存在として区別するときに初めて、「皇国」としての自己主張も意味を

もつようになる。「皇国」が自国をあらわす用語として選ばれると、中国はもはや「中国」

「中華」ではなく、「漢（土）」「唐（土）」「西土」などと呼ばれることとなる。内外の区別

意識が強まっていくにつれ、宣長自身、以前に用いていた「本朝」「本邦」「吾国（邦）」な

ども、「日本」とともに完全に否定するにいたる。一般に、宣長は常に「皇国」「皇大御国」

の語を用いたと強調されるのだが、実のところ、その用語は『古事記伝』執筆の過程にお

いて、「御国」から「皇国」へと概ね統一されていったものと見られる。両方とも同じミク

ニであることは間違いない。しかしながら、「皇」字の選択の意味は大きい。この用語の自

覚とともに、『古事記伝』において「皇国」という新たな物語が完成されるのである。 

第三章は、『古事記伝』中にあらわれる「皇国」の用例を中心に、実際に「皇国」の語が

いかに用いられているかを追究したものである。「皇国」にいたりついた『古事記伝』の意

味は、『古事記伝』のなかで探っていくほかない。 

ここでは「皇国」の物語において核心となる皇統について、『古事記伝』のキミヤツコ（「君

臣」）論を通じて考察を進めた。キミヤツコという「古言」の発見は、「皇国」には「君臣

の差別」が厳存していたという「事」の証明につながる。古くから治める者と治められる

者との「統（スヂ）」が定まっていた「事」は、「漢国」の君臣秩序と最も異なる特徴とし

て、王朝の途絶えることのなかった「皇国」における「種」の継続を説明可能にする。そ

れを宣長は『古事記』の読みから立証した。『日本書紀』に比べ、一見「帝王統紀」として

整っていない『古事記』の書き方こそが、かえって「事」（実体）としての皇統を正しく示

していることになる。いわば事実としての「古事」として、「古言」を媒介に解き明かされ

るのである。そうして、皇統を基軸に据えた「皇国」の物語は、神々の時代から断絶する

ことなく、今現在の自分たちにつながる「実の事」とされる。宣長にとっては、「事」によ

って実体化される世界の意味は、すべて『古事記』に凝集されていた。その意味を担って

いるからこそ、『古事記』は世界を捉える原典となったといえる。 

以上のように、宣長は、皇統の起源の物語として『古事記』を読むことに、誰よりも自
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覚的であった。『古事記伝』二之巻の「大御代之継継御世御世之御子等」と題する系図など

も、宣長によって再構成された皇統譜として理解される。『古事記伝』において、本来のあ

るべき天皇記が完成されたのである。宣長より前に、『古事記』がそのような形で読み通さ

れることはなかった。 

『古事記』はいうまでもなく、八世紀の時点において天皇の正統性を説く物語であった。

ただ、果たしてそれが、『古事記伝』の捉えたような「皇国」の物語であったかは疑問であ

る。『古事記』では一般の人間のことを主題として扱っていないことが端的な例である。 

しかし、宣長は、天皇の統治につながる「神の道」を「人の道」に適用して読もうとし

た。「皇国の道」は、何よりも「人の情」に適うが故に、正しい「真の道」として高められ

たことに注意すべきである。つまり、それは人間世界の総体を問うものであり、必ずしも

「天皇の天下しろしめす道」にかかわる政治思想の問題には還元できないものとしてある。

『古事記伝』において「皇国」とかかわって述べられている上古の「事」は、神代からの

具体的な「風儀」「礼儀」「制」などを指している。それは皇室をはじめ、民間にまで及ぶ

風習的なものを総括したものである。このように、神代が「事の跡」として現存する事実

を、『古事記』のなかに見出し、それをもって「皇国」の「古事」の真実性を主張する。そ

うして確認される神代と現代との連続性は、古伝説と地球説が合致するという理解と同様、

宣長の関心が常に現代に向けられていたことを示している。『古事記』注釈はそういった彼

の自己確証の営みに他ならず、「皇国」とは、まさにそこにおいて、今現在の世界を見据え

た上で選び取った自国表現であった。『古事記』そのものとはまた異なる、『古事記伝』が

つくった〈古事記〉のなかの世界である。 

近代日本において「皇国」という語が、その意味合いはともあれ、長く用いられてきた

ことは、宣長の排外思想のみが拡大解釈され、ある固定化した宣長像が普及していく過程

と決して無関係ではない。『古事記伝』に立脚して宣長の「皇国」という問題を考えようと

した本研究は、これまで偏狭な「皇国」主義者の典型として無批判に論じ続けられてきた

宣長言説に対する問い直しでもある。 

 


